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機関リポジトリの概要
三大学連携 機関リポジトリ研修会 2014.08.05 お茶の水大学
千葉大学附属図書館利用支援企画課
三角太郎
Ube、 Tokiwako
2014/8/28
Five laws of library science
S. R. Ranganathan
1.  Books are for use.
2.  Every reader his [or her] book.
3.  Every book its reader.
4.  Save the time of the reader.
5.  The library is a growing organism.
http://en.wikipedia.org/wiki/Five_laws_of_library_science
2014/8/28
2014/08/05 
三大学連携 機関リポジトリ研修会 2
3.  Every book its reader.
Bookをコンテンツ、readerを求めて
いる人と読み換えてみる
すべてのコンテンツには求めて
いる人がいる
世界のどこかに
2014/8/28
世界の
時代も違うどこかの
見知らぬあなたに
コンテンツを届ける
ぼくは
これが
機関リポジトリの
本質だと
思っています。
2014/8/28
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本日の内容
1. 機関リポジトリとは何なのか？
2. 機関リポジトリをどうはじめるか？
3. 機関リポジトリをめぐるトピック
2014/8/28
機関リポジトリとは？
概要
学術機関リポジトリ（ Institutional Repository ）
大学及び研究機関等において生産された電子的な知的生産物を収
集・保存し、原則的に無償で公開・発信するためのインターネット上の
学術情報資源管理システム
レイム・クロー(Raym Crow)：単独あるいは複数の大学コミュニケーショ
ンの知的生産物を捕獲し、保存するデジタル・コレクション
機関リポジトリ擁護論：SPARC声明書
http://www.tokiwa.ac.jp/~mtkuri/translations/case_for_ir_jptr.html
クリフォード・リンチ(Clifford Lynch)：大学と その構成員が創造したデ
ジタル資料の管理や 発信を行うために，大学がそのコミュニティの
構成員に提供する一連のサービス
ARLリポート（隔月刊） 226 2003年2月号 機関リポジトリ : 
デジタル時代における学術研究に不可欠のインフラストラクチャ
http://www.nii.ac.jp/irp/archive/translation/arl/
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一般的なイメージ
図書館がコンテンツ（紀要や研究者に提
供してもらった論文等）を収集し
図書館がDspaceやXooNips、
JAIRO_Cloudなどのシステムに
図書館員が著作権をチェックし、メタ
データを作成、アップロードするもの
大学の学術成果をオープンアクセスにす
ることにより、社会への還元、そして大
学のアカウンタビリティーははたす
2014/8/28
頻出ワード
OA（オープンアクセス）、Green、
Gold、著者最終稿(author final 
version)、著者版(author 
version)
doi、ハーベスティング、 preprint、
Mandate、embago
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リポジトリの定義と、実際にはギャ
ップがある
リポジトリ 【 repository 】 レポジトリ
容器、貯蔵庫、倉庫、集積所などの意味を持つ英単語。何らか
のデータや情報、プログラムなどが体系だてて保管されている
場所。アプリケーションやシステムの設定情報がまとめて記録
されているファイルやフォルダのことや、複数の開発者が参加
するプログラミング環境においてソースコードや仕様に関する
情報をまとめて保管してくれるシステムなどを指すことが多い
。
IT用語辞典 e-Words http://e-
words.jp/w/E383AAE3839DE382B8E38388E383AA.html
2014/8/28
収集コンテンツを論文主体にしな
ければならない理由はない
大学のミッションは教育と研究であり、研究成
果は、大学の成果の一部でしかないので、論文
等の学術成果に限定してデポジットしたのでは、
大学のアカウンタビリティーは限定的にしか果
たせないのではないか？
2014/8/28
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Principle of Principled Promiscuity
（原則的無節操の原則）
千葉大学のポリシー
大学のアクティビティの成果とみなせる
ものは、何でも受け入れる。
そもそも発信の主体者は、コンテンツの
作成者でありセルフアーカイビングが原則
であって、図書館ではない。図書館の役割
は発信のサポートである。
日本語でも英語でも、あまり上品な表現ではないが・・・
2014/8/28
IRDB（http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php）よりデータ
抽出(2014.08.03) 2014/8/28
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Dataが圧倒的に多いのが、千葉大の特徴
IRDB（http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php）よりデータ
抽出(2014.08.03) 2014/8/28
機関によってポリシーは違うのだか
ら、機関リポジトリのポリシーだって
異なる（教育大学なのか、研究大学な
のか、研究所なのか・・・）。
それぞれの機関リポジトリは、それ
ぞれの大学でポリシーを決めなければ
ならない
機関リポジトリを立ち上げないとい
う判断だってありうる！
流されない！
2014/8/28
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しかし、歴史的には、オープンアク
セス運動と密接に関連して、発展して
きたので、そこを抑えないと、現在が
わからない。
また、NIIのミッションは教育でなく、
「学術情報基盤」の構築であって、教
育基盤ではないので、NIIと協働してい
くのであれば、学術情報を優先しなけ
ればならない（少なくとも表向きは）。
2014/8/28
機関リポジトリとは？
誕生の背景
雑誌の危機（Serials Crisis）
学術出版市場の寡占化、雑誌の価格高騰
電子ジャーナルのパッケージ契約
オープン・アクセス運動
学術研究の成果へ誰もが障壁なくアクセスできるようにす
る
～論文の読み手には研究資源の増大を、書き手には広範な読者の獲得を～
・無料雑誌（オープン・アクセス・ジャーナル）
・セルフ・アーカイビング（自主保管）
2014/8/28
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オープンアクセスとは
論文などの学術研究成果は、本来、人類にとって共通
の知的資産であり、その内容を必要とする全ての人がア
クセスできるようにすることが求められる。このような
観点から、オンラインにより無料で制約なく論文等にア
クセスできることを理念とするオープンアクセスを推進
する必要がある。
特に、科学研究費補助金等の公的助成により研究が推
進され、そこから生まれた研究成果である学術情報につ
いては、社会的透明性を確保し、説明責任を果たす観点
からも、オープンアクセスを促進することが重要である
と考えられる。
大学図書館の整備及び学術情報流通の在り方について（審議のまとめ） 平成21年7
月 科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術情報基盤作業
部会
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/attach/1283003.htm 
2014/8/28
世界科学会議（World Conference on Science）について
～21 世紀のための科学 新たなコミットメント～
会議の名称 世界科学会議 World Conference on Science
主催 UNESCO（国連教育科学文化機関）及びICSU（国際科学会議）の共催
開催期間 1999年6月26日(土曜日)～7月1日(木曜日)
場所 ブダペスト（ハンガリー）
参加者 加盟国、研究機関、教育機関、学界、産業界、政府間機関、非政府機関、マ
スコミ、一般市民等（約2,000名）
会議の趣旨 テーマ「21世紀のための科学 新たなコミットメント」
科学が直面している様々な問題について、政府、科学者、産業界及び一般市民が集
まり、その理解を深めるとともに、戦略的な行動について、世界のトップレベルの科学者
の間で討議することを目的として開催された。
最終日には「科学と科学的知識の利用に関する世界宣言」が採択された。
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/siryo/attach/1298594.htm
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２１世紀には、科学はすべての人々にとって、連帯
の精神に基づいた、共有財産でなければならず、科
学は自然や社会の諸現象を理解するための強力な
（知識の）源泉であり、社会と環境との関係が複雑さ
を増す一方であるがために、科学の果たす役割は、
将来、より一層大きくなることが約束されていること
を考慮し、
科学研究や科学教育にとって、公的分野に属する
情報やデータへの完全かつ開かれたアクセスの必
要性を考慮し、
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/siryo/attach/1298594.htm2014/8/28
ジャーナル問題に関する検討会（第2回） 配付資料より
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shinkou/034/shiryo/__icsFiles/afie
ldfile/2014/05/19/1347237_1.pdf
○第４期科学技術基本計画 （平成２３年８月閣議決定）
・ 国は、大学や公的研究機関における機関リポジトリの構築を推
進し、論文、観測、実験データ等の教育研究成果の電子化による
体系的収集、保存やオープンアクセスを促進する。また、学協会
が刊行する論文誌の電子化、国立国会図書館や大学図書館が保
有する人文社会科学も含めた文献、資料の電子化及びオープン
アクセスを推進する。
国内外のオープンアクセスをめぐる状況
2014/8/28
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○科学技術・学術審議会学術情報基盤作業部会 （審議まと
め）（平成２４年７月）
「学術情報の国際発信・流通力強化に向けた基盤整備の充実
について」
・ 学術情報の国際発信・流通を一層促進する観点から、研究
成果のオープンアクセス化に関しては、積極的に取り組むべ
きであり、オープンアクセスジャーナルの育成とともに、各大学
等が整備を進めている機関リポジトリの活用も有益。各大学
等における教育研究成果を収集・流通させる機関リポジトリに
ついて、整備を加速させるためには、大学等が教育研究活
動をアピールするに当たり、機関リポジトリの整備・充実は重
要であるとの認識を一層普及
させることが必要である。
ジャーナル問題に関する検討会（第2回） 配付資料より
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shinkou/034/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2014/05/19/1347237_1.pdf2014/8/28
○グローバル・リサーチ・カウンシル第２回年次総会（平成
２５年５月）
→ 日本から日本学術振興会と科学技術振興機構が出席
・公的研究費による研究論文のオープンアクセスを実施する
アクションプラン（Action Plan towards Open Access 
to Publications）を採択
○Ｇ８科学技術大臣及びアカデミー会長会合（平成２５年６
月）
→ 日本から原山優子ＣＳＴＰ議員及び大西隆日本学術会議
会長が出席
・科学的発見やイノベーション、科学の透明化や科学への国
民参画等を加速させるため、科学研究データのオープン化を
確約。
・政府投資による研究成果のアクセスを拡大させる政策を推
進する責任を有することを認識。
ジャーナル問題に関する検討会（第2回） 配付資料より
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shinkou/034/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2014/05/19/1347237_1.pdf2014/8/28
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○ＲＣＵＫ International Meeting on Open Access（平
成２６年３月）
→ 日本から科学技術振興機構が出席
・Ｇ８科学技術大臣及びアカデミー会長会合のフォロー
アップ
政策レベルで、オープンアクセスは
加速している！！
ジャーナル問題に関する検討会（第2回） 配付資料より
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shinkou/034/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2014/05/19/1347237_1.pdf
2014/8/28
ＪＳＰＳ：科学研究費補助金（研究成果公開促進費）の制度改正
（平成２５年度）
→ オープンアクセスジャーナルの育成を推進
○科学研究費補助金（研究成果公開促進費）の「国際情報発信強化」
国際情報発信力の強化を行うための取り組み（査読審査、編集、出版及び
電子ジャーナルでの流通等）に必要となる経費に対して助成。
○オープンアクセス誌のスタートアップを重点支援するための応募区分を新設。
ＪＳＴ：
○電子ジャーナルプラットフォーム「Ｊ－ＳＴＡＧＥ」による支援
→ 平成２４年からＸＭＬへの移行、投稿査読システムの改善等を
実施
○学術情報への永続的なアクセスを保証する識別子（ＤＯＩ）付与
の推進
→ ＮＩＭＳ、ＮＩＩ、ＮＤＬと共同でジャパンリンクセンターを運営
○助成研究成果のオープンアクセスの推奨（平成２５年４月）
→ 「機関リポジトリを基盤として活用し、」「『一定の期間』内の公
開を推奨する旨、公募要領などに明記」(義務化はしていない）
ジャーナル問題に関する検討会（第2回） 配付資料より
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shinkou/034/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2014/05/19/1347237_1.pdf
2014/8/28
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オープンアクセスに関する JST の方針
平成 25 年 4 月
独立行政法人科学技術振興機構
公的資金による研究成果のオープンアクセス化は、デジタル化とインターネット
による情報流通基盤の普及により世界的な流れとなっており、第４期科学技術
基本計画においても推進すべきとされている。オープンアクセス化は、公的助成
を受けた研究の支援と成果の透明性を把握するとともに、研究成果を広く国民
に発信・流通させ、研究者と国民との科学技術コミュニケーションを推進し、新た
なイノベーションの創造に貢献するために不可欠である。
このような状況を踏まえ JST は、日本の科学技術情報流通の中枢機関として、
また、科学技術イノベーション創出のための公的研究費資金配分機関として、
JST の研究費で推進される研究課題において得られた学術論文等の研究成果
について、オープンアクセス化を推進する。推進にあたっては、世界の科学技術
情報流通の最新の状況と、国内外の研究資金配分機関による取り組みを参考
にし、独立行政法人日本学術振興会や国立情報学研究所等国内の関連機関と
連携をとりつつ、協調的に進める。
http://www.jst.go.jp/pr/intro/pdf/policy_openaccess.pdf
2014/8/28
・研究者の発表するジャーナルからの許諾や研究者が行う機関
リポジトリへの提出作業の軽減など、機関リポジトリ利用による
研究者負担が軽減されるための方策を講じる。
・オープンアクセス化には学術情報の標準化が重要であり、
ジャパンリンクセンター等を活用した我が国の学術情報に対す
る国際識別子（DOI）付与についても並行して推進する。
・各所属機関のリポジトリを利用することを基本とするが、リポジ
トリを有しないなどの機関には JSTが運営するリポジトリ等の準
備を検討する。
・JST が運営する J-STAGE がオープンアクセス機能を有する
ことから、オープンアクセス誌の誘導も可能である。
※「一定の期間」とは、１年以内程度を目途とし、また、公開する文書の内容は、著者最終原稿
等とする。
http://www.jst.go.jp/pr/intro/pdf/policy_openaccess.pdf
2014/8/28
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ＮＩＩ：学術機関リポジトリ構築連携支援事業、ＪＡＩＲＯ Ｃｌｏｕｄ提供
→ 共用リポジトリサービスの提供により、リポジトリ構築を促進
ＳＰＡＲＣ Ｊａｐａｎ（国際学術情報流通基盤整備事業：第４期）
→ 「ＯＡの推進、学術情報流通の促進および情報発信力の強化」
を基本方針とし、セミナーの開催（平成２５年度は年間５回）や海
外動向調査等を実施
文部科学省：学位規則を改正し、博士論文のインターネットの利
用（原則、機関リポジトリ）による公表義務化（平成２５年４月）
2014/8/28
Open Access
http://ec.europa.eu/research/science-society/index.cfm?fuseaction=public.topic&id=1294&lang=1
2014/8/28
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背景
FP7
2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
2 0 2 0
Horizon 2020
フレ ームワーク
O
A
プロ グラムThe OpenAIRE project
2009.12.1-2012.11.30
Total 495万€
from the EC: 416万€
The OpenAIREplus project
2011.12.1-2014.5.31
Total 515万€
from the EC: 420万€
２０１４．５
で終了
Horizon 2020では
より強いOA方針が出されて
いるが、OpenAIREの後継プ
ロジェクトの動向は不明
COARとOpenAIREは、本来は別のプロジェクトであるが、OpenAIREのまと
めのカンファレンスで、COARにも関連があるので、共催としたらしい
2014/8/28
オープンアクセスとは
オープンアクセスを実現する手段は機関リポジトリ
だけではない！
【１】学術雑誌の刊行主体が公開
・オープンアクセス雑誌
・エンバーゴ後の無料公開
＊エンバーゴ：公開制限期間
【２】研究者自らが論文を公開
・機関リポジトリ
・専門分野別のアーカイブ（プレプリントサーバ等）
2014/8/28
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機関リポジトリとは？
学内研究者
大学 一般利用者・研究者
 説明責任の履行
 管理体制の構築
 ブランディングの向上
 研究活動への貢献
 バリアフリーなアクセス環境
 研究スピードアップ
 新たな発信ルートの獲得
 研究成果のビジビリティ(可視性）向上
 論文データ等の一元的管理と
長期的保存の保証
メリット
2014/8/28
機関リポジトリとは？
その他のサービスとの違い
電子図書館との違いは？
・電子図書館は…図書館が所蔵しているものを（公開したいもの
を）公開している。読者のためのサービス。
・機関リポジトリは…研究者（機関）が公開したいものを研究者
（機関）が公開している。読者もだが、著者のためのサービス。
図書館はその基盤(インフラ)を提供
Webページとの違いは？
・様々なサービスサイトやポータルサイトからの利用
ハーベスティングでメタデータ(書誌データ)の自動収集
・システムやコンテンツの拡張ができる
リンクリゾルバやCiNiiからの利用、研究者業績DBとの連携
・永続的なＵＲIの取得…ハンドルシステム(DSpace)…
2014/8/28
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機関リポジトリとは？
主体は誰なのか？
i) 機関として機関所属の研究者に、研究成果を保存・公開
する環境を提供するサービス
ii) 機関所属の研究者による研究成果を、機関として保存・
公開するサービス
セルフアーカイビング環境は、機関の構成員への必要最低限
のサービスとなるのか？
＊「必要最低限の水準」は、時代とともにあがる。
2014/8/28
機関リポジトリとは？
誰が支援すべきなのか？
○研究成果を保存・公開するのが目的であれば、広報や研
究協力、企画部が運用するのでも良いのではないか？
○業績評価データベースを多くの大学は保持しているであ
ろうし、データ・コンテンツの収集は、そちらの担当部
署のほうが組織的にできるのではないか？
図書館が担うべき必然的理由はないが
しかし、図書館ほど適している部署もないし
図書館が積極的に動いたからこそ、ここまで
発展した
2014/8/28
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機関リポジトリとは？
図書館の強み
○ 書誌コントロールのスキル
○ データベース管理のスキル
○ 強力な全国的ネットワーク
みすみは、三年ほど、三年ほど、研究系・渉外系の部署に
出ていたのだが、上記は他部署にはなく、かつ、他部署に
は認識されていない図書館のストロング・ポイントだと感じ
ている
2014/8/28
メタデータ
リポジトリの各レコードに記載するタイトル・著者名・書誌事項
などのこと
ハーベスティング
ハーベスティングとは？＝文字通り刈られること
刈られたメタデータは、刈り取られたところでサービスされる
→サービスが広がる
【例】JAIRO : http://jairo.nii.ac.jp/
※国立情報学研究所(NII)が提供する学術機関
リポジトリポータル
JAIROは日本の学術機関リポジトリに蓄積された
学術情報を横断的に検索できます
機関リポジトリとは？
2014/8/28
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機関リポジトリとは？
CiNii連携
Repository System
metadata register
members
IRDB
University
NII
CiNiiJAIROIRDB analysis
harvesting
機関リポジトリのデータをCiNiiから検索可能にする仕組み
IRDBから以下の条件に合致するメタデータを抽出し、
CiNiiへ投入
(1) NIItypeが論文系（Journal Article、Departmental 
Bulletin Paper、Article）
(2) fullTextURLに値がある
http://www.nii.ac.jp/irp/2008/09/cinii_1.html
2014/8/28
目録システムと機関リポジトリ
○ すべての蔵書をNACSIS-CATに登録しているわけではないように
すべてをハーベスティングしなければならないわけではない。
○ CiNiiでの収録方針と、各大学の方針は同じである必要はない。
しかし、メタデータの記述を統一しないと検索精度が下がる。
☆発信する研究者、そして成果を享受する側の双方が使いやすく
網羅性の高いデータベースを提供すること！
機関リポジトリ ： JAIRO
＝ 個々の機関の目録システム ： Webcat
2014/8/28
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機関リポジトリとは？
項目 コンテンツ数
Journal Article（学術雑誌論文） 221,998
Thesis or Dissertation（学位論文） 57,742
Departmental Bulletin Paper（紀要論文） 716,068
Conference Paper（会議発表論文） 21,742
Presentation（会議発表用資料） 5,517
Book（図書） 19,121
Technical Report（テクニカルレポート） 13,424
Research Paper（研究報告書） 30,913
Article（一般雑誌記事） 48,361
Preprint（プレプリント） 368
Learning Material（教材） 3,961
Data or Dataset（データ・データベース） 52,416
Software（ソフトウェア） 28
Others（その他） 176,381
※ＮＩＩ IRDBコンテンツ分析
（2014.8 資源タイプ別コンテンツ数内訳より）
http://irdb.nii.ac.jp/analysis/
2014/8/28
機関リポジトリとは？
※ＮＩＩ IRDBコンテンツ分析
（2014.8 資源タイプ別コンテンツ数内訳より）
http://irdb.nii.ac.jp/analysis/2014/8 28
2014/08/05 
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機関リポジトリとは？
○対象範囲を広くとるべきか、狭くとるべきか
は各大学の方針による
○蔵書構築方針は大学によって、図書館によっ
て違うように、コンテンツの収録方針も機関
によって異なってくるのが自然
2014/8/28
機関リポジトリとは？
 世界の事例を学ぶ
－ノッティンガム大学・エディンバラ大学
参考文献：e‐プリント機関アーカイブのセットアップ（2002.3）
http://www.nii.ac.jp/irp/archive/translation/eprints/
－グラスゴー大学
参考文献：機関リポジトリをコンテンツで満たす（2003.10 ）
http://www.nii.ac.jp/metadata/irp/mackie/
－ロチェスター大学
参考文献：より多くのコンテンツを機関リポジトリに集めるために
教員を理解する（2005.1）
http://www.nii.ac.jp/irp/archive/translation
※ http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?references より2014/8/28
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機関リポジトリとは？
 世界の状況をみる
－現在、機関リポジトリの世界的ディレクトリOpenDOARによるとリポジトリ数
はアメリカ・イギリス・ドイツにつぎ、日本は第４位に相当する
※OpenDOAR http://www.opendoar.org/ 「Repository Statistics」より2014/8/28
OpenDOARにおけるリポジトリの累積グラフ
機関リポジトリとは？
※OpenDOAR http://www.opendoar.org/ 「Repository Statistics」より
2014/8/28
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機関リポジトリとは？
80
※OpenDOAR http://www.opendoar.org/ 「Repository Statistics」より
OpenDOARにおけるリポジトリの累積グラフ：日本
共同リポジトリ
C
S
I
2014/8/28
http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php
分析対象：
IRDBハーベスト機関リポジトリ数：374、コンテンツ数 全体：2,155,557
件、本文あり：1,352,224件
(2014/06/30)
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歴史的な話
・最初のリポジトリは2003年（試験公開）、千葉
大学に設置
・2006年～2007年に急増【CSI】
国立情報学研究所(NII)による学術機関リ
ポジトリ構築連携支援事業（CSI委託事業）
・2010年にも急増【地域共同リポジトリ】
地域共同リポジトリが急増した時期で、機
関数が一気に拡大した
・２０14？
JAIRO Cloudによる公開機関増で急増するか？
2014/8/28
「大学図書館の整備及び学術情報流通の在り方について（審議のまとめ）」
(平成21年7月科学技術・学術審議会学術分科会)
2.学術情報発信・流通の推進 （2）機関リポジトリ
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/attach/1283003.ht
m
…各大学等において構築したリポジトリを今後も継続して運営して
いく上では、大学全体におけるリポジトリ事業の位置付けの明確化、
図書館業務としての定着、 大学独自のシステムの構築と維持体制
の整備などが課題として挙げられる。
課題をピックアップすると
・独自機関での構築が難しい機関のための共用リポジトリのシステムを構築
・研究者自らによる論文の登載を促進するソフトウェアの開発等
・機関リポジトリの重要性についての認識を高める活動（特に人文社会科学系
分野）
・機関リポジトリの登載論文数の増加や質の向上（大学や研究機関のOA義務化
など
積極的な働きかけ）
・図書館職員の専門性の向上
できたこともあれば、できなかったこともある2014/8/28
2014/08/05 
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ＤＲＦ（デジタルリポジトリ連合）
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/
【カレントアウェアネス ・ポータル】図書館界、図書館情報学に関
する最新の情報をお知らせするNDLのサイト
http://current.ndl.go.jp/
【OpenDOAR】 SHERPAが運営するオープンアクセスリポジトリの
ディレクトリ
http://www.opendoar.org/
【ROAR】サウサンプトン大学が管理する機関リポジトリのディレク
トリ
http://roar.eprints.org/
参考情報源
2014/8/28
参考情報源
○ LIBLICENSE
http://liblicense.crl.edu/
LIS-E-RESOURCES
https://www.jiscmail.ac.uk/cgi-bin/webadmin?A0=lis-e-resources
○ SCHOLCOMM
http://www.ala.org/acrl/issues/scholcomm/scholcommdiscussion
○ JISC-REPOSITORIES
https://www.jiscmail.ac.uk/cgi-bin/webadmin?A0=jisc-repositories
○ GOAL
http://mailman.ecs.soton.ac.uk/mailman/listinfo/goal
○ SPARC Open Access Forum
http://www.arl.org/sparc/publications/soan/
○ BOAI Forum
http://www.opensocietyfoundations.org/openaccess/forum
2014/8/28
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本日の内容
1. 機関リポジトリとは何なのか？
2. 機関リポジトリをどうはじめるか？
3. 機関リポジトリをめぐるトピック
2014/8/28
機関リポジトリのはじめ方
「機関リポジトリをはじめよう！」
１）計画フェーズ
２）準備フェーズ
３）構築フェーズ
４）運用フェーズ
2014/8/28
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 計画フェーズ
－事業計画の策定
ミッション：目標・行動・理念
自大学や機関にそって計画をたてる
長期的な事業展望
ロードマップを描く
機関リポジトリのはじめ方
2014/8/28
機関リポジトリのはじめ方
主体は誰か？
i)図書館の事業なのか？
→従来の図書館の延長
ii)大学の事業なのか
→大学パフォーマンスのデータベース
“大学の業績のショーケース”
2014/8/28
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機関リポジトリのはじめ方
※H21学術ポータル担当者研修「リポジトリ概論」より
１年目 ２年目 ３年目 ４年目
2014/8/28
機関リポジトリのはじめ方
※H21学術ポータル担当者研修「リポジトリ概論」より2014/8/28
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機関リポジトリのはじめ方
※H21学術ポータル担当者研修「リポジトリ概論」より2014/8/28
 準備フェーズ
－機関内合意・オーソライズ
－方針・規定類の策定
－経費確保
－システム計画
－システム設計・メタデータ設計
機関リポジトリのはじめ方
2014/8/28
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機関内合意・オーソライズ
－目的
機関リポジトリの機関内での位置づけを明確にする
必要な予算・人員を獲得する
機関内での幅広い認知活動を行う
－キーパーソン
機関上層部（学長・研究所長・理事など）
部署の長（学部長・研究科長など）
予算担当
情報政策担当
機関リポジトリのはじめ方
2014/8/28
機関リポジトリのはじめ方
機関内合意・オーソライズ
機関リポジトリは大学の事業として実施する
学内研究者を主体とする全学的な理解と協力が必要
図書館は、リポジトリの運営に主導的な役割を果たす
「学術情報基盤の今後の在り方について（報告）」
(平成18年3月科学技術・学術審議会学術分科会)
II.学術情報基盤としての大学図書館等の今後の整備の在り方について
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/06041015.htm
大学は我が国の多くの研究資源を有する機関であり、その研究成果等を
積極的に発信することは学内の教育研究活動を活性化させるだけでなく、
我が国の学術情 報の円滑な流通や社会貢献の観点からも重要である。
…各大学は、学協会との連携を図りつつ、機関リポジトリに積極的に取組む
必要がある。その場合、大学図書館は機関リポジトリの構築・運用に中心的な
役割を果 たすことが期待される。
2014/8/28
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 準備フェーズ
－機関内合意・オーソライズ
－方針・規定類の策定
－経費確保
－システム計画
－システム設計・メタデータ設計
機関リポジトリのはじめ方
2014/8/28
方針・規定類の策定
－運用指針を作る
・管理・運営主体
・コンテンツ提供者
・登録可能なコンテンツの種類
・著作権処理
・コンテンツの利用条件
・コンテンツの削除条件
・免責事項
－他大学・機関の指針を参考に
－DRF http://drf.lib.hokudai.ac.jp/ 「各機関運用指針一覧」
機関リポジトリのはじめ方
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 準備フェーズ
－機関内合意・オーソライズ
－方針・規定類の策定
－経費確保
初期構築経費と運営経費の展望 → 外部資金、学内経費
－システム計画
－システム設計・メタデータ設計
自大学・自機関にあったものを選択
機関リポジトリのはじめ方
2014/8/28
 準備フェーズ
－機関内合意・オーソライズ
－方針・規定類の策定
－経費確保
初期構築経費と運営経費の展望 → 外部資金、学内経費
－システム計画
－システム設計・メタデータ設計
自大学・自機関にあったものを選択
機関リポジトリのはじめ方
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機関リポジトリのはじめ方
１）自力構築
・ 自力でセットアップ
・ 委託
・ パッケージ導入
レンタル？買い取り？
２）共同（地域）リポジトリ
３）共用リポジトリ（JAIRO＿Cloud)
システム計画
2014/8/28
自力で構築
・オープンソースのソフトウェアが多いので、極
めて安く構築できる（人件費をカウントしなけれ
ば・・・）
Dspace、eprints、WEKO、、、
・初期の構築機関は、自力構築がかなりの割
合をしめていた
・しかし、担当者のスキルに負うので、継続性
に難。
2014/8/28
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機関リポジトリのはじめ方
試しにやってみたら、WEKO + レンタルサーバー
（月額263円）で構築できました！！
2014/8/28
構築・運用の委託
・Dspaece等の構築・運用を請け負う機関はある。
・保守料金をどうするかが問題
2014/8/28
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パッケージ導入
・レンタルと買い取りの場合がある。
・買い取りの場合、保守費用の捻出が
課題。
・レンタルは、図書館システムの中に
いれてしまう場合が多く、予算の確保
が比較的容易
2014/8/28
共同(地域）リポジトリ
・地域の国立大学を中心に立ち上げたケースが
多い
・Shareプロジェクト
・地域の国立大学の姿勢によるところが大きい。
・作業分担はどうするか？
・経費分担はどうするか？
2014/8/28
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共用リポジトリ（JAIRO_Cloud)
・NII提供のリポジトリサービス
・セットアップされた状態で、サービスが提供さ
れるため、極めて短期間での、構築が可能。
・現在、無料！！！（ただし、いつまで無料かは
わからない
2014/8/28
機関リポジトリのはじめ方
基幹システム導入 システム拡張と学内ＰＲ活動 システムの見直し・増強
・サーバ、ソフトウェア
導入
・初期設定
・初期データ登録
・外部システム連携
・各種インターフェースの開発
・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ及び個別対応
・図書館による代理登録
（ﾒﾀﾃﾞｰﾀ作成、一括登録のﾙｰﾁﾝﾜｰｸ化）
・ハードウェア増強
・信頼性見直し
・データ長期保存検討
・セルフアーカイブ
システムの充実
外注か自前か、間借りもありか。 外注であれば仕様書の作成も視野に。
システム計画
2014/8/28
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 準備フェーズ
－機関内合意・オーソライズ
－方針・規定類の策定
－経費確保
初期構築経費と運営経費の展望 → 外部資金、学内経費
－システム計画
－システム設計・メタデータ設計
自大学・自機関にあったものを選択
機関リポジトリのはじめ方
2014/8/28
 構築フェーズ
－システム構築
－広報
－初期コンテンツの収集
－運用マニュアルの整備
－著作権処理・メタデータ入力・ＰＤＦ作成
－公開
機関リポジトリのはじめ方
2014/8/28
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 構築フェーズ
－システム構築
－広報
－初期コンテンツの収集
－運用マニュアルの整備
－著作権処理・メタデータ入力・ＰＤＦ作成
－公開
機関リポジトリのはじめ方
2014/8/28
 構築フェーズ
－システム構築
－広報
－初期コンテンツの収集
－運用マニュアルの整備
手順書・記録・懸案事項の共有など
－著作権処理・メタデータ入力・ＰＤＦ作成
－公開
機関リポジトリのはじめ方
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ドキュメントは大事！
継続的なサービスに育てるた
めには、ドキュメントは大事
2014/8/28
 構築フェーズ
－システム構築
－広報
－初期コンテンツの収集
－運用マニュアルの整備
－著作権処理・メタデータ入力・ＰＤＦ作成
－公開
機関リポジトリのはじめ方
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 構築フェーズ
－システム構築
－広報
－初期コンテンツの収集
－運用マニュアルの整備
－著作権処理・メタデータ入力・ＰＤＦ作成
－公開
試験公開・正式公開、そして公開するには…
機関リポジトリのはじめ方
2014/8/28
 運用フェーズ
－コンテンツ収集
－著作権処理
－メタデータ入力
－システム運用・管理
－運用体制の整備
機関リポジトリのはじめ方
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 運用フェーズ
－コンテンツ収集
－著作権処理
－メタデータ入力
－システム運用・管理
バックアップ・アップデート・システム更新・機能開発
－運用体制の整備
機関リポジトリのはじめ方
2014/8/28
 運用フェーズ
－コンテンツ収集
－著作権処理
－メタデータ入力
－システム運用・管理
バックアップ・アップデート・システム更新・機能開発
－運用体制の整備
各機関それぞれの状況にあわせて
大学の事業として安定・継続していくために…
機関リポジトリのはじめ方
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機関リポジトリのはじめ方
運用体制 ～九大事例～
＜機関リポジトリの運営に関する事項を決定＞
九州大学学術情報リポジトリ専門委員会
各部局の教員で構成 任期１年
＜新技術や新サービスの研究開発＞
附属図書館研究開発室
＜技術的サポート＞
情報基盤研究開発センター
＜企画・立案～実務＞
ｅリソースサービス室リポジトリ係（職員2名・パート1名・学生アルバイト数名）
事務所掌
１）学内の研究成果等の目録（メタデータ）作成と電子的保存・提供（リポジトリ）に関すること。
２）貴重図書等の電子化に関すること。
３）全号に掲げるもののほか、各種学術情報に係るデータベース（目録情報データベース
を除く。）の構築・維持管理に関すること。 2014/8/28
本日の内容
1. 機関リポジトリとは何なのか？
2. 機関リポジトリをどうはじめるか？
3. 機関リポジトリをめぐるトピック
2014/8/28
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○竹橋宣言
○DOI
○APC
○学位論文
○Altmetrics
○リサーチデータ
機関リポジトリをめぐるトピックス
2014/8/28
「竹橋宣言」で検索しても上手くヒットしないかもしれないが、
正式名称は「大学の知の発信システムの構築に向けて」、
機関リポジトリ推進委員会のポジションペーパーである
大学の知の発信システムの構築に向けて
平成 25 年 12 月 13 日
機関リポジトリ推進委員会
本委員会は，学術情報流通に関する以下の現況認識と
将来展望に基づき，戦略的重点課題を定め，機関リポジト
リの一層の推進を通じてこれらの解決に取り組む。
○竹橋宣言
2014/8/28
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国公私立大学図書館協力委員会－国立情報学研究所「機関リポジトリ推進委員会」と今後の展開 ／ 講師：尾城孝一（国立情報
学研究所）http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?plugin=attach&refer=DRF10&openfile=DRF10_03-2.pdf
機関リポジトリ推進委員会とは
2014/8/28
1. 現況認識
2005 年の千葉大学学術成果リポジトリ（CURATOR），早稲田大
学リポジトリに始まったわが国の機関リポジトリは，国立情報学
研究所の次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業及び学術機
関リポジトリ構築連携支援事業の支援によって急速に拡大し，
2012 年のJAIRO Cloud（共用リポジトリサービス）の開始もあり，
公開機関数は現在では 394 を数えている。これは世界第 2 位
の数値である。一方，2011 年度には機関リポジトリのコンテンツ
数は全体で 100 万件に上り，アクセス件数は 8,303 万件と利用
されている。利用の内訳を見ると研究者間コミュニケーションの
補完に加え，公衆からの利用も多い。このように機関リポジトリ
は一定の成果をあげてきたが、そのコンテンツは紀要や学位論
文のような従来限定的に公開されてきた文献が大部分を占め，
オープンアクセスの推進に十分貢献しているとは言い難い。これ
は運用のための人的・財的資源の持続的確保が難しいことが一
つの原因として考えられ，大学の知の発信システムとしてその価
値を十分に認知されているとはいえない状況である。2014/8/28
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4. 当面の行動計画
本委員会は国立情報学研究所による支援の下に，重点的戦略課題に基づき，以下に
示すプログラム群を具体化し，大学図書館と協調的に推進する。
(1) オープンアクセス方針の策定と展開
① 理事・役員，研究戦略担当部署等との連携強化も含めた各機関のオープンアクセス
方針の制定に資するガイドラインの作成
② オープンアクセス方針策定に係る国際的な政府，研究助成機関の動向把握と協調
(2) 将来の機関リポジトリ基盤の高度化
① クラウド環境下における機関リポジトリに求められる機能要件の策定と JAIRO 
Cloud への実装支援
② 大学・NII 間共同運営方式による JAIRO Cloud システムの維持管理の可能性の検
討・立案
(3) コンテンツの充実
① 学術論文を中心とした未整備の文献の充実
② コンテンツの対象範囲の文献以外への拡大
③ 研究活動の始点を起点とした研究者（グループ）との連携形成による中間・最終生産
物の網羅的蓄積・公開
④ 紀要，学位論文への DOI の付与，対応するスキーマへの変更等のメタデータの質
の向上
作業部会 2014年８月１日キックオフ
2014/8/28
DOI
インターネット上のドキュメントに恒久的に与えられる識別子である。
URLは、サーバの移転などによって変化するため、古い情報になるほどリンク
切れなどの不都合が生じやすい。DOIは、ユーザーとファイルの所有者（出版
社や音楽配信業者など）の間にDOIディレクトリを経由させることで、これを回
避するものである。
DOIは、学術論文の分野でよく利用されており、NatureやScienceのような学
術雑誌や、ACM、IEEEなどの学会が発行した論文誌の記事に付与されている。
また、DOIは著作物のタイトルだけでなく、より細分化したレベルで付与するこ
ともできる。書籍なら任意のページや図表ごと、CDであれば曲ごとに識別子が
つけられるため、目的とする情報を早く選択的に得ることが可能となる。（ISBN
やISSN、CODENなどは、タイトル別にのみ識別番号が付けられている）。
DOIのシステムはAAP（Association of American Publishers、アメリカ出版
協会）とCNRI (Corporation for National Research Initiatives)によって設立さ
れ、現在は国際DOI財団 (The International DOI Foundation)によって運営さ
れている[
識別子を振る機関は、それなりの格が必要であろうが、単なる識別子なので、
DOIがついているからといって、その論文の質が保証されるわけではない
Wikipediaより
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http://japanlinkcenter.org/top/doc/JaLC_introduction_20131008.pdf
2014/8/28
http://japanlinkcenter.org/top/doc/JaLC_introduction_20131008.pdf
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http://japanlinkcenter.org/top/doc/JaLC_introduction_20131008.pdf
2014/8/28
DOIをどのように入力すべきか？
Junii2では、DOIとJalcDOIの二項目があるが、DOIをどのよ
うに入力すべきかの指針は見たことがない（誰が決める？
NII？）
例えば
１） 著者版をIRにアップロードする場合に、DOI
には、出版社版のDOIをいれて良いのか？
２） 一つの論文を、A大学とB大学で別々に電子化
した場合、見た目は全く一緒であったとして、同じ
DOIを振るべきか？違うDOIを振るべきか？
実際にJaLCがDOIを振りはじめる前に一定のルールは決める
べき。
DOIをめぐる課題
Jalc doiが追加されたことを知らない人が結構多い
2014/8/28
2014/08/05 
三大学連携 機関リポジトリ研修会 48
APC問題
専門誌のコストモデルには様々なバリエーションがあるが、
従来は購読者がコストを負担している場合が多かった。ところ
がオープンアクセス誌の場合は、購読者にコストを要求するこ
とができないため、論文の投稿者側にコスト負担を求めるケー
スが多い。これをAPC（Article Processing Charge）＝論文出
版加工料と呼ぶ。
林 和弘 レポート3「オープンアクセスを踏まえた研究論文の受発信コストを議論する体制作りに向けて」
科学技術動向 2014 年 7・8 月号（145 号）
http://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/NISTEP-STT145J-19.pdf
2014/8/28
・ 図書館や大学の購読予算はすでに限界
論文発表のニーズは、新興国の研究者増など
もあり、高まっている。またオープンアクセスを
求める外部資金も増えてきている。
出版社によるオープンアクセス誌の
創刊ビジネスの出現
・コスト負担を投稿者側に求めることに
より、研究者の研究費に財源をシフト
2014/8/28
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科学研究のベンチマーキング２０１２ :  論文分析でみる世界の研究活動の変化と日本の状況 / 文部科学省科学技術政策研究所. 2013.3
http://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/NISTEP-RM218-FullJ.pdf
2014/8/28
林 和弘 レポート3「オープンアクセスを踏まえた研究論文の受発信コストを議論する体制作りに向けて」
科学技術動向 2014 年 7・8 月号（145 号）
http://www.nistep.go.jp/wp/wp-content/uploads/NISTEP-STT145J-19.pdf
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共通経費
部局経費
文部科学省 運営交付金
授業料等収入
大学
事務局
学部等
教育
研究費
現在は微々た
るもので本格
的な研究には
不足
科研費等 大学は預かっているだけなので、
具体的にどのようにつかわれてい
るかは把握していない
ファウンダーへの報告も紙ベースなので、マクロに抑え
るのは困難
教
員別会計
「国立大学法人会計基準」には、投稿料すら扱われていないため、勘定科目も通常は存在しな
い。そのため投稿料は、委託費や諸経費、私金立替え等に分散している可能性があり、会計シス
テム上でも見えにくい。
そのコストが各大学でどの程度かかってきているのかがわからないし、結果として、公的な資金
が学術情報発信にどれだけ費やされているのかが見えにくくなってしまった。2014/8/28
2003 2004 2005 ち 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
BioMed
Central
194,250 0 388,500 388,500 1,165,500 777,000 1,165,500 3,302,250 4,467,750 4,079,250 6,216,000 
Hindawi 0 0 0 67,500 135,000 202,500 0 337,500 540,000 337,500 1,012,500 
Scientific 
reports
0 0 0 0 0 0 0 0 448,875 149,625 1,795,500 
PLoS ONE 0 0 0 0 0 729,000 243,000 850,500 2,551,500 2,430,000 5,467,500 
PLoS (PLoS 
ONE以外） 0 0 0 261,000 261,000 0 202,500 202,500 202,500 0 810,000 
194,250 0 388,500 717,000 1,561,500 1,708,500 1,611,000 4,692,750 8,210,625 6,996,375 15,301,500 
千葉大学の例
APC額の設定 （上の計算では，APC額に幅がある場合は中央値をとっていま
す）
BioMed Central ：￡1,115-￡1,475
Hindawi ：$0-$1,500
PLoS ONE ：$1350
PLoS（PLoS ONE以外） ：$2,900(MedicineとBiology)，$2,250(2誌以外)
Scientific Reports ：¥142,500（消費税別）
武内八重子氏算出
OA誌への掲載数から推定
ハイブリッド誌は計算できないので計算に入っていないが、それでも
この金額なので、この先どのようなペースで増えていくのか恐ろしい。
急激な伸び！
2014/8/28
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旭川医科大の例
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?plugin=attach&refer=DRF10&openfile=DRF10_02-5.pdf
・平成12年の伝票を人力で確認したデータ。
・その結果を基に、投稿料・APC等を一括して図書
館で処理する業務体制を確立
2014/8/28
『オープンアクセスジャーナルによる論文公表に関する調査』報告書
第1回 SPARC Japan セミナー2014
「大学/研究機関はどのようにオープンアクセス費用と向き合うべきか―APCを
めぐる国内外の動向から考える」
【概要】
オープンアクセスジャーナルの登場から10年以上が経ち，そのタイトル数および
掲載論文数は増加し続けています。イギリスのフィンチレポートに象徴されるよ
うに，政策的にOAジャーナルでの成果公表を勧める動きも見られ，海外の大学
図書館ではOAジャーナルの論文処理費用（APC）への対応が進んでいます。
今回のSPARC Japanセミナーでは，日本人研究者を対象に行ったOAジャーナ
ルへの成果公表に関する調査およびAPC処理を行っている大学図書館/研究
機関の事例報告に基づいて国内の現状把握を行うとともに，海外の進展状況お
よび今後のAPCが取り得るシナリオを紹介します。今後，日本において国およ
び大学レベルで，APCにどのように向き合うべきか，その方向性を議論します。
今後の学術情報流通の大きな課題に！！
http://www.nii.ac.jp/sparc/publications/report/pdf/apc_wg_report.pdf
2014/8/28
2014/08/05 
三大学連携 機関リポジトリ研修会 52
オルトメトリクス（ altmetrics）とは、学術論文記事の影響度を評価する指標
のこと。学術雑誌の影響度を示すインパクトファクター (IF) や、研究者個人
の被引用数を示すh指数などでは定量化しにくい観点から学術研究を評価
するために2009年から2010年頃に提唱されるようになった考え方、および
それに基づく代替的な指標の総称である。"alternative metrics"（代替的指
標）の2語を組み合わせた造語であり、2014年現在は和文中でも英字で記
載されることも多い。
前述のIFやh指数は他の論文から引用された回数のみにより算出されるも
のであるが、これではいわば同業者による評価のみによっていることになる
など、後述するいくつかの問題が指摘されている。そこでオルトメトリクスは
それにとどまらず、知識ベースからの参照・閲覧回数・ダウンロード回数・
ソーシャルメディアやマスコミによる言及など、論文の社会的な影響度を示
す様々な点を組み入れることにより、社会に及ぼした影響度を包括的かつ
瞬間的に（引用者の論文の出版を待たずに）可視化することのできる指標で
ある。
Wikipediaより
altmetrics
学術的な評価と一致するものではない！2014/8/28
岡山大学が導入
http://ousar.lib.okayama-u.ac.jp/html/altmetrics/
岡山大学学術成果リポジトリ（OUSAR)では、Altmetric.comを利用して、
altmetricsを表示しています。 altmetricsを表示するにはDOI、PubMedID等の
永続的なIDが不可欠です。現在はOUSARのコンテンツの内、PubMedIDが付
与されているActa Medica Okayama、DOIを付与されている岡山医学会雑誌、
その他学術雑誌論文にAltmetricsが表示されています。
将来的にはOUSARに登録している多くのコンテンツでaltmetircsを表示できる
ようにする予定です。
ぜひ、OUSARに研究成果を登録し、その管理にご活用ください。
2014/8/28
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過去分
新規分
○著作権者に許諾照会
・同窓会名簿等を元に照会
○国会図書館による大規模 デジタル化事業
・国会図書館との共通許諾による著作権処理
・1991～2000年度送付分
○学位規則改正（平成25年4月1日）により、これ以降に
博士学位を授与された場合、博士論文は、原則、１年以
内にインターネット公表することが義務化
学位論文
2014/8/28
学位規則改正
○論文要旨の公表
・ 大学は、授与日から３か月以内に論文の内容の要旨及び論文審査
の結果の要旨をインターネットの利用により公表する。
○博士論文の公表
・博士の学位授与者は，授与日から1年以内に，当該博士論文の全
文を公表する。
・やむを得ない事由がある場合には，大学等の承認を受けて，当該
博士論文の全文に代えてその内容を要約したものを公表する。
・これらの公表は，大学等の協力を得て，インターネットの利用に
より行う。
○留意事項
・公表の方法については、学位を授与した大学等の機関リポジトリ
を原則とする。
＜参考＞ 学位規則の一部を改正する省令の施行等について（通知）
24文科高第937号 平成25年3月11日
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/daigakuin/detail/1331796.htm2014/8/28
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担当部署（教務系）との調整
・本文データ、要旨、博士論文一覧等について取得の
ながれを確認
“やむを得ない事由”による要約公表への対応方法
学内規則等の変更
・学内学位規則及び関連規則の改正を確認
・図書館リポジトリ関連規程の変更
＜参考＞DRF「平成25年学位規則改正についての情報まとめ」
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?ETD2013
※学位論文のインターネット上での公開は、小保方博士
論文問題で露見したように、極めてセンシティブな問題
で、慎重に進めること！！法律をふりかざさないこと！
2014/8/28
リサーチデータ
先行研究調査仮説 実験計画実験 検証 論文執筆論文発表一般的な研究サイクル
今までの
オープンアクセスの
ターゲット
ここで産み出される
膨大なデータも
オープンアクセスの
ターゲットに！
科学において、論文は研究の
エッセンスではあるが、あくま
でエッセンスに過ぎず論文中
のデータは一部でしかなく、
データが無ければ、その結果
を他の研究者が継承・発展さ
せるのは困難
ファウンダー側としては、発展性
が無い研究への出資は望ましく
ない
政策レベルでは、リサーチデータのオープン化が
進められている
しかし、分野によって文化が大
きく異なるので、一律に進める
のは無理だが、データのオー
プン化の方向で進むのは間違
いない 2014/8/28
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○Ｇ８科学技術大臣及びアカデミー会長会合（平成２５年６
月）
→ 日本から原山優子ＣＳＴＰ議員及び大西隆日本学術会議
会長が出席
・科学的発見やイノベーション、科学の透明化や科学への国
民参画等を加速させるため、科学研究データのオープン化を
確約。
RDA：Research Data Alliance
研究データのオープンアクセス推進に関わる国際組織
総会には、データコミュニティの専門家や図書館員など多様な
バックグラウンドの専門家が集まる
←第二回総会では、JSTは参加しているが、大学図書館からの参加はなかった
JSTの先行事例
バイオサイエンスデータセンター：NDBC
省間連携によるポータルサイトintegbio.jp
様々なデータベースのカタログ、横断検索、アーカイブ等。2014/8/28
また、科学研究においても多様な知識、視点等を持つ者によるチームの
重要性が増しており、最近では、インターネット等を活用し、専門家のみな
らず一般の人も含め様々な人の持つ知識を活用していく「オープンサイエ
ンス」の動きも出てきている。
こうした状況を踏まえると、我が国において、世界に先駆けて新しい知識
や価値の創出を図り、「世界で最もイノベーションに適した国」を実現してい
くためには、流動性の高い人材システム及び多様な人材が活躍できる環
境を整備し、個々の人材の能力を最大限に引き出すだけでは不十分であ
る。流動性と多様性を最大限に活（い）かし、それらの人材の持つ様々な
知識、視点、発想等が刺激し合い、融合し、個々の人材の能力を超えた画
期的な成果を共に創出していく「場」、すなわち「共創（きょうそう）の場」の
構築が不可欠となっている。
平成26年版 科学技術白書 pp.158-159より抜粋
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpaa201401/detail/1349322.htm
2014/8/28
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Dealing with Data: Science Librarians’Participation in Data Management
at Association of Research Libraries
Institutions http://crl.acrl.org/content/early/2013/04/05/crl13-464 2014/8/28
Dealing with Data: Science Librarians’Participation in Data Management
at Association of Research Libraries
Institutions http://crl.acrl.org/content/early/2013/04/05/crl13-464 2014/8/28
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OpenAIREのスキーム
日本も大きな絵を描かねば！
2014/8/28
Thank You!
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